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アンケートの調査結果を報告します
平成１９年～２3年度の歯学科１年生および平成２２年～23年度の口腔保健学科
１年生において、各学科のアドミッションポリシーの周知度について比較しました。

1. 教育目標
⑴ 高いコミュニケーション能力を有し、歯科保健医療を通じて社会に貢献できる歯科医師を育成する。

⑵ 新たな時代に対応できる柔軟な判断力と問題の自己解決能力を有する創造的歯科医師を育成する。

⑶ 歯科医療のリーダーとして活躍できる高度な専門性を持ち、探究心にあふれる歯科医師を育成する。

２. 求める学生像
⑴ 豊かな人間性とコミュニケーション能力を身につけ、相手の気持ちを理解できる人。

⑵ 歯科医療および歯科医学に興味を持ち、自ら新しい課題に意欲的に取り組もうとする人。

⑶ 歯科医療および歯科医学について明確な目的意識を持ち、生涯を通じて学習意欲を持続できる人。

⑷ 歯科医師として国民の健康増進および国際社会に貢献しようという強い意欲を持った人。

■歯学科

1. 教育目標
⑴ 高いコミュニケーション能力を有し、口腔保健活動を通じて健康増進に貢献できる人材を育成する。

⑵ 幅広いチーム医療が行える知識と技術を持ち、探求心にあふれる人材を育成する。

⑶ 口腔機能に関する専門的知識を持ち、保健・医療・福祉の分野で活躍できる人材を育成する。

２. 求める学生像
⑴ 豊かな人間性とコミュニケーション能力を身につけ、相手の気持ちを理解できる人。

⑵ 保健・医療・福祉に対して意欲的に取り組み、新しい課題に意欲的にチャレンジする人。

⑶ 口腔保健に強い興味を持ち、生涯を通じて学習意欲を持続できる人。

⑷ 口腔保健活動を通じ、国民の健康増進および国際社会に貢献しようという強い意欲を持った人。

■口腔保健学科



この「大学自己評価部会だより」にご意見の方は kikaku@kyu-dent.ac.jpへお願いいたします。

歯学科におけるアドミッションポリシー周知度
　歯学科１年生における周知度は年々上昇している傾向が認められます。とくに平成２3年度では「豊か
な人間性」の周知度が著しく上昇しました。

口腔保健学科におけるアドミッションポリシー周知度
　口腔保健学科１年生における周知度の高いことが伺えます。さらに「かなり知っている」「たいへん良く
知っている」との回答が増加することを望みます。
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